
人財育成の推進
世界の潮流を捉えたグローバル展開
・ロシア極東地域との多様な人的交流、幅広い分野での交流の展開
・ASEANをはじめとしたアジアやハワイ州との更なる交流の拡大 等
インバウンドの拡大と「稼げる観光」への脱皮
・人材の育成やネットワークづくりによるDMOを核とした受入環境整備
・インバウンドを支える国際定期便の充実・拡大とアウトバウンドの促進
・空港機能の充実やクルーズ客船誘致等による誘客の促進 等
食の輸出拡大戦略の推進
・農産物の通年輸出への供給体制構築やアジアへの高付加価値
水産物の販売促進
・オリパラでの食材供給を通じた輸出拡大に向けた国際水準GAPを
満たす農産物の供給体制の構築促進 等
攻めの農林水産業の推進
・スマート農業、酪農次世代モデルや日本海地域の養殖漁業等の
生産拡大などによる新たなイノベーションの推進
・薬用作物生産の地域モデル構築や道産CLTの生産実証など新たな
ブランドの創出等
・農林水産業の成長を支える多様な担い手の育成・確保 等
価値を産み出す企業や人の呼び込み
・きめ細やかな情報発信による若者や専門人材などのUIターン就職の促進
・戦略的なセールスや道にゆかりのある企業誘致サポーターの発掘 等
地域(ふるさと)産業の「地力」アップ
・自動車・食関連機械産業など地域を支える製造業等の振興
・専門人材の育成や金融機関等との連携による円滑な事業承継の促進
・地方創生の中核人材を活用した小規模企業の経営体質強化 等
次世代を担う成長産業の創造
・新エネルギーの開発・活用促進や、環境・エネルギー産業の創造
・ﾍﾙｽｹｱｻｰﾋﾞｽ事業へのﾋﾞｼﾞﾈｽ参入の促進など健康長寿産業等の振興
・航空宇宙分野への道内企業等の新規参入の促進 等

基本的
考え方

平成29年度 政策検討の基本方針
災害からの復興を進め、道民の安心確保・地域産業の再生などを推進。
 「海外戦略の展開」、 「地域経済の活性化」 、「人財育成の推進」、「安全・安心な地域づくり」の視点から、
成果と連携を意識した事業を検討し、道の総合力発揮により、地域創生を次のステージに押し上げる。

ライフステージに応じた少子化対策の強化
・子育てに関する企業の理解促進など「子どもの未来輝く☆ﾊﾟｯｹｰｼﾞ」の充実
・多子世帯の保育料軽減対策に対する支援の充実 等
「北海道暮らし」の魅力創造と発信
・「ふるさと移住定住センター」によるしごと・住まい・暮らしのﾜﾝｽﾄｯﾌﾟ
窓口相談体制の推進
・「北海道版「生涯活躍のまち」構想」の普及や市町村の計画策定
などの支援 等
活力ある地域を支える健康づくり・地域医療の推進
・がん患者の就労支援体制の強化
・指導医等の移住促進や若手医師の指導体制強化 等
安心のユニバーサル北海道づくり
・障がいのある方の就労の場の拡大に向けた地域産業と連携した
職域開拓の強化
･医療と介護が連携した地域包括ケアシステムの構築 等
北の住まいるタウンの推進
・コンパクトなまちづくり、低炭素化・資源循環、生活を支える取組の
一体的な推進に向けた地域モデルの展開促進
現場力を活かした地域政策の推進
・市町村と振興局の協働プロジェクトの推進
・地域連携協定に基づく市町村連携の促進
・食関連産業等の振興による地域の雇用創出 等
強靭でやさしいまちづくり
・防災・減災の視点をより重視した社会インフラの形成推進
・北海道災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰの常設及び災害時の迅速な対応等の推進
・飲酒運転の根絶に関する広報啓発活動及び知識の普及
・生活の安全を脅かす犯罪対策等の推進及び安全かつ快適な交通の確保
・「社会資本整備の重点化方針」に沿った戦略的・効果的な整備と
既存ストックの有効活用や適切な維持管理 等

未来を拓く「攻めの農・林・水産業」確立ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 販路拡大・輸出戦略の推進等
輝く「アジアのHOKKAIDO」創造ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 観光受入体制の飛躍的拡大等

安心のまち・暮らし「住まいる北海道」ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 北海道暮らしのブランド化による移住定住の促進 等
北のめぐみ「資源・ひと・経済好循環」創出ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 価値を創造する地域産業の育成・強化 等

多様な交流・連携と「北海道型地域自律圏」形成ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 道内自治体の連携促進 等

北海道創生総合戦略の中核となる５つの重点プロジェクトのステージアップを図る（推進期間：平成27～31年度）

地域経済の活性化

海外戦略の展開

安全・安心な地域づくり

地 域 創 生 の
一 層 の 推 進

世界を目指し 未来を担う人づくり
・北海道未来人財応援基金などを活用した若者の海外留学等の支援
・児童生徒の英語力向上促進やICTを活用した海外との意見交換の実施等
北海道150年～北海道の見つめ直しと継承～
・北海道みらい事業の促進による地域の新しい価値の創造
・歴史や芸術・文化など先人から受け継いだ財産の次の世代への継承
・Hokkaidoの多様な魅力の発信と気運の醸成 等
世界に誇る「ふるさとの歴史文化」の浸透・発信
・アイヌ文化発信による象徴空間公開に向けた機運醸成や誘客促進
・歴史文化への道民理解を深めるイベント実施 等

女性・若者の力が発揮できる環境づくり
・地域の商工団体や金融機関等が連携して地域全体で支える起業促進 等
・子育て中の女性など多様な働き手による道内企業への就業促進
・女性の活躍を促進するため男女が共にその個性と能力を十分に発揮
することができる環境づくりの推進 等
働き方改革によるワークライフバランスの実現
・就業環境整備など企業の相談対応や働き方改革プラン作成の支援 等
獲る使う・道産ジビエのブランド展開
・エゾシカ逃避地での効果的な捕獲の実施、捕獲から利活用まで一貫して
行う地域モデルの創出 等
暮らし・交流を支える交通ネットワークの形成
・地域交通の安定的な確保に向けた取組の推進
・北海道新幹線の利用拡大に向けた取組の推進 等
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